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Recycle Information
問生活環境課　022－1314

今月のごみ収集 日 Special Topics4

地区名

ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

ペットボトル
（第１曜日）

びん類
（第2・第5曜日）

缶
（第3・第5曜日）

プラスチック
（第３曜日）

もやせないごみ
（第４曜日）

紙　　類
火 月 金 木 金 月 水

もやせるごみ

火・金 月・木 月・水・木 火・水・金

８月のごみ収集日程は下記の通りです。ご確認の上、きちんと分別して出してください。

◆８月のごみ収集日予定表（日付は８月の収集日です。９月上旬の収集日も掲載しています。）

3日（火）
（9/7）

2日（月）
（9/6）

6日（金）
（9/3）

5日（木）
（9/2）

6日（金）
（9/3）

2日（月）
（9/6）

4日（水）
（9/1）

10日（火）
31日（火）

9日（月）
30日（月） 13日（金） 12日（木） 13日（金） 9日（月）

30日（月） 11日（水）

17日（火）
31日（火）

16日（月）
30日（月） 20日（金） 19日（木） 20日（金） 16日（月）

30日（月） 18日（水）

17日（火） 16日（月） 20日（金） 19日（木） 20日（金） 16日（月） 18日（水）

24日（火） 23日（月） 27日（金） 26日（木） 27日（金） 23日（月） 25日（水）

3・10・17・
24・31（9/7）

2・9・16・
23・30（9/6）

6・13・20・
27（9/3）

5・12・19・
26（9/2）

6・13・20・
27（9/3）

2・9・16・
23・30（9/6）

4・11・18・
25（9/1）

3・6・10・
13・17・20・
24・27・31
（9/3・7）

2・5・9・12・16・19・
23・26・30（9/2・6）

2・4・5・9・11・
12・16・18・19・
23・25・26・30
（9/1・2・6）

3・4・6・10・11・
13・17・18・20・
24・25・27・31
（9/1・3・7）

○不忘・川原子地区のもやせるごみは､毎週水曜日に収集します。
○ごみは、必ず当日の午前８時30分までに集積所に出してください（収集車が収集する時刻に合わせての搬出や、前夜出
しはしないでください）。
○びんは、色により３種類（①透明、②茶色、③その他）に分けて、それぞれ資源の袋（赤）に入れて出してください。
○缶類とプラスチック類は、それぞれに分けて資源の袋（赤）に入れ出してください。
◎スプレー缶や使い捨てガスライターのごみの出し方について
　次のことをきちんと守ってごみ出しをしてください。
★スプレー缶などは、①中身を必ず使い切ること。②必ず穴を開けること（風通しの良い所で）。
★ガスライターは、ガスを使い切ること。
◎ごみ袋は中身がこぼれないようにしっかり口を結び、簡単に解けないように出してください。テープ止めは禁止です。

◎ごみ集積所に設置している乾電池入れについて
　使用済み乾電池は、ごみ集積所に設置している乾電池入れ（空き缶などを利用）に出すことになっています。随時収集
していますが、最近、この乾電池入れにライターやキャップ、電球などを入れる方が多く、収集する際に非常に困ってい
ます。乾電池入れには、乾電池のみ入れるようにしてください。皆さまのご協力をお願いします。
　なお、ボタン電池や充電式電池は収集できません。販売店の回収ボックスに入れてください。

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ
●日時　８月５日・12日・19日・26日・９月２日（すべて木曜日）、9:00～11:30および13:00～15:00（時間厳守）
●場所　宮城県仙南保健所
〈注意事項〉犬を登録している方は、鑑札（小判形）を持参してください。また、猫の場合は、必ず麻袋やもみ袋（土のう袋は不可）な

ど、丈夫な袋に入れてください。
●犬・猫の引き取り手数料　生後90日以内は１頭につき400円、生後91日以上は１頭につき2,000円
●納入方法　所定の用紙に必要事項を記入し、宮城県収入証紙を張り付けて納入してください。収入証紙は、県合同庁

舎や保健所、銀行などでお求めください。
※ご不明な点は、宮城県仙南保健所までお問い合わせください。なお、犬や猫などの愛護動物を捨てた場合には、処罰さ
れることがあります。犬や猫などを飼い始めたら、最後まで責任を持って飼養するように心掛けましょう。

問宮城県仙南保健所（大河原町字南129-1）　00224-53-3119

　
「
皆
さ
ん
の
大
好
き
な
家
族
が
い

な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？　

『
い
っ
て
き
ま
す
』
と
出
掛
け
て
い

っ
た
の
に
、
変
わ
り
果
て
た
姿
で
帰

っ
て
き
た
ら
…
」。
涙
を
浮
か
べ
、

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
話
し
始
め

た
岩
佐
さ
ん
。

　

今
か
ら
７
年
前
、
岩
佐
さ
ん
の
弟

寿
徳
さ
ん
は
元
交
際
相
手
の
女
性
と

一
緒
に
い
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
女

性
の
交
際
相
手
で
あ
る
男
性
と
そ
の

仲
間
か
ら
意
識
が
な
く
な
る
ま
で
暴

行
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
車
で

七
ヶ
宿
ダ
ム
ま
で
運
ば
れ
橋
か
ら
投

げ
落
と
さ
れ
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
シ

ン
ナ
ー
を
吸
わ
せ
る
な
ど
、
事
故
に

見
せ
か
け
る
た
め
の
偽
装
工
作
ま
で

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

岩
佐
さ
ん
は
、
事
件
の
詳
細
を
生

徒
の
前
で
語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
こ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
母
の
誕
生
日
。

何
で
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
た
の
か
理

解
で
き
ず
、
そ
の
日
は
一
睡
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
事
件
直
後
の
状

況
を
話
し
、「
事
件
後
、
母
は
う
つ

病
に
悩
ま
さ
れ
、
私
自
身
も
体
調
を

崩
し
、『
死
に
た
い
』
と
考
え
る
ほ

ど
精
神
的
に
ま
い
っ
て
い
ま
し
た
」

と
当
時
の
苦
し
み
を
話
し
ま
し
た
。

　
「
事
件
か
ら
２
年
間
は
前
に
進
む

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
話
す
岩

佐
さ
ん
。
そ
れ
で
も
、（
社
）
み
や

ぎ
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を

受
け
、
同
じ
境
遇
を
持
っ
た
人
た
ち

と
話
な
ど
を
す
る
う
ち
に
、「
自
分

も
何
か
を
伝
え
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
？
」
と
徐
々
に
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
講
演
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の

協
力
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。
事
務

局
長
を
務
め
る
大お
お

場ば

精せ
い

子こ

さ
ん
は
生

徒
や
保
護
者
に
、「
被
害
者
の
気
持

ち
を
知
る
こ
と
で
、
命
や
家
族
の
大

切
さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
親
は
子
ど
も
の
サ
イ
ン

を
察
知
す
る
た
め
に
、
普
段
か
ら
き

ち
ん
と
会
話
を
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
岩
佐
さ
ん
は
、「
私

に
も
、
皆
さ
ん
と
同
じ
中
学
生
の
子

ど
も
が
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は

い
つ
も
、『
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ

と
は
他
人
に
し
な
い
こ
と
』『
周
り

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
こ
と
』
と

話
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の

２
つ
を
意
識
し
て
過
ご
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
無
駄
な
命
な
ど
存
在

し
ま
せ
ん
。
こ
の
世
に
生
を
受
け
た

限
り
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
人
の
痛
み
が
分
か
る
人
に

な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
岩
佐
さ
ん
は
「
事
件
か

ら
７
年
た
っ
て
も
、
講
演
の
た
び
に

事
件
を
思
い
出
し
ま
す
。
正
直
、
前

の
日
は
眠
れ
ず
涙
を
流
し
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
私
の
話
で
命
の
大
切
さ
を

少
し
で
も
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
る

な
ら
…
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

命
は
大
切―

言
葉
で
は
分
か
っ
て

い
る
つ
も
り
で
も
、
普
段
の
生
活
で

は
な
か
な
か
意
識
で
き
な
い
こ
と
で

す
。
人
の
痛
み
が
分
か
れ
ば
、
こ
ん

な
悲
惨
な
事
件
は
起
き
ま
せ
ん
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
家
族
で
「
命
」
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

社団法人  みやぎ被害者支援センター
　犯罪被害者の支援を目的に平成12年設立。電話
相談は火～金曜日の10:00～16:00まで。来所での
相談も受け付けています。
　お問い合わせは、☎022-301-7830まで。
　また、今回の岩佐さんの手記は「ＮＰＯ法人全
国被害者支援ネットワーク」の発行物「犯罪被害
者の声第２集（平成20年９月刊行）」に掲載。ホー
ムページ（http://www.nnvs.org/）からもご覧い
ただけます。

命
の
大
切
さ
と
は
│

　

７
月
10
日
、
福
岡
中
学
校
と
父
母
教
師
会
共
催
の
「
親
子
で
学

ぶ
授
業
」
の
中
で
、「
命
の
大
切
さ
を
考
え
る
〜
被
害
者
遺
族
の

思
い
〜
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
10
月
、
七
ヶ
宿
ダ
ム
湖
で
男
性
５
人
に
殺
害
さ
れ
た

名
取
市
の
会
社
員
小お

島じ
ま

寿と
し
の
り徳

さ
ん
（
当
時
19
歳
）
の
姉
岩い

わ

佐さ

寿ひ
さ

子こ

さ
ん
が
、
当
時
の
状
況
や
思
い
な
ど
を
じ
か
に
生
徒
や
保
護
者
に

話
し
ま
し
た
。

被害者遺族が直接生徒たちに訴え
家族を失った悲しみや苦しみを伝える

忘
れ
ら
れ
な
い
記
憶

▲被害者遺族の思いや命の大切さを生徒に語り掛ける岩佐さん（写真右奥）

事
件
後
の
悲
し
み
と
苦
し
み

み
や
ぎ
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

の
支
え

無
駄
な
命
な
ど
存
在
し
な
い

精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
ほ
し
い

命


